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思
い
出
を
胸
に
新
た
な
道
へ

●卒
業
式
・
卒
園
式

町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
１３
日
、
各
校
で
行
な
わ
れ
、

計
１
０
９
人
（
蒲
生
野
６４
人
、
瑞

穂
２２
人
、
和
知
２３
人
）
が
卒
業
し

ま
し
た
。
卒
業
証
書
な
ど
を
手
に
思

い
出
の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

瑞
穂
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
代
表

の
小
原
彩
芽
さ
ん
・
上
田
一
天
さ
ん

が
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、
恩
師

や
保
護
者
、
地
域
の
方
に
感
謝
し
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
、
ま
だ
見

ぬ
未
来
に
向
か
っ
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
た
と
き

は
、
仲
間
の
こ
と
、
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
て
一
歩
を
踏
み
出

し
、
胸
を
張
っ
て
歩
み
続
け
ま
す
」

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

２０
日
に
は
、
町
立
小
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、
計

９３
人
（
竹
野
４
人
、
丹
波
ひ
か
り
３９

人
、
下
山
６
人
、
み
ず
ほ
２７
人
、

和
知
１７
人
）
が
義
務
教
育
の
課
程

を
修
了
し
た
ほ
か
、
１９
日
に
は
須
知

幼
稚
園
で
２１
人
、
２６
日
に
は
３
つ
の

保
育
所
で
計
５４
人
が
、
小
学
校
入

学
に
向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

木
と
と
も
に
育
つ

●京
丹
波
ぬ
く
森
の
イ
ス
贈
呈

ぬ
く
森
の
イ
ス
の
贈
呈
式
が
３
月
５

日
、
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
町
内
産
の
ヒ
ノ
キ
材
で

手
作
り
し
た
イ
ス
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
木
の
ぬ
く
も
り
や
自
然
へ
の
愛

着
を
感
じ
な
が
ら
育
つ
こ
と
を
願
い
、

平
成
２６
年
度
か
ら
町
内
の
新
生
児
へ

「
京
丹
波
ぬ
く
森
の
イ
ス
」
と
製
作
過

程
を
紹
介
す
る
絵
本
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
太
田
昇
町
長
か
ら
乳
児

後
期
健
診
に
訪
れ
た
１２
人
の
赤
ち
ゃ
ん

に
イ
ス
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
３
月
１６
日
に
は
、
ぬ
く
森
の
イ

ス
の
組
み
立
て
作
業
が
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
８
人
が
分
担
し
て
４４
脚
を
組
み

立
て
ま
し
た
。
組
み
立
て
ら
れ
た
イ
ス

は
今
後
、順
次
贈
呈
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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今
年
度
は
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
予
算
編
成
を
行
う
こ
と

で
、財
政
健
全
化
の
推
進
を
図
る
一
方
、予
算
規
模
は
新
庁

舎
整
備
事
業
の
本
格
化
な
ど
に
伴
い
、前
年
度
当
初
に
比
べ

3
・
1
％
の
増
で
、過
去
５
番
目
と
な
り
ま
し
た
。健
康
の
里

づ
く
り
〜
助
け
合
い
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
〜
を
基
本

方
針
に「
町
行
政
の
公
正
化
」、「
環
境
整
備
」、「
暮
ら
し
の

安
心
・
安
定
」、「
子
育
て
支
援
」、「
産
業
振
興
」に
重
点
を
置

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
指
針
と
な
る「
第
2
次
京
丹
波
町
総
合
計
画
」を
基

に
、ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
”
日
本
の
ふ
る
さ
と
。自
給
自

足
的
循
環
社
会
●
京
丹
波
“
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳入歳出予算額

114 億 1,300万円
増減額前年度今年度会計名

災害復旧事業費
８４３万３千円（０.１％）

114 億 1,300 万円
54 億 6,417 万 4 千円

18 億 3,900 万円
2億 4,315 万 9 千円
21 億 3,629 万 9 千円

487 万 6千円
1億 5,261 千円
9億 5,910 万円
5万 4千円

625 万 6千円
1億 2,282 万円

10 億 1,520 万円
10 億 1,520 万円
43 万 1千円

7,393 万 1 千円
12 億 5,080 万円
12 億 4,240 万円
3億 8,586 万円

8億 183 万 5千円

一般会計 
特別会計 
国民健康保険事業特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
介護保険事業特別会計（事業勘定） 
介護保険事業特別会計（サ－ビス事業勘定）
介護保険事業特別会計（老人保健施設サ－ビス勘定）
下水道事業特別会計 
土地取得特別会計 
育英資金給付事業特別会計 
町営バス運行事業特別会計 
地方公営企業会計 
国保京丹波町病院事業会計（収益的収入）
国保京丹波町病院事業会計（収益的支出）
国保京丹波町病院事業会計（資本的収入）
国保京丹波町病院事業会計（資本的支出）
水道事業会計（収益的収入）
水道事業会計（収益的支出）
水道事業会計（資本的収入）
水道事業会計（資本的支出）

110 億 6,600 万円
54 億 8,804 万 3 千円

18 億 4,600 万円
2億 3,422 万 5 千円
21 億 4,885 万円
549 万 5千円

1億 5,659 万 3 千円
9億 6,400 万円
5万 4千円

565 万 6千円
1億 2,717 万円

10 億 2,440 万円
10 億 2,440 万円
1億 970 万 4千円
1億 6,122 万 4 千円
14 億 5,730 万円
14 億 5,473 万円
2億 8,175 万円
7億 8,588 万円

3億 4,700 万円
△2,386 万 9 千円

△700 万円
893 万 4千円

△1,255 万 1 千円
△61 万 9千円
△398 万 3千円

△490 万円
0

60 万円
△435 万円

△920 万円
△920 万円

△1億 927 万 3千円
△8,729 万 3 千円
△2億 650 万円
△2億 1,233 万円
1億 411 万円
1,595 万 5 千円

＊財産区会計を含みません

会
計
別
　
予
算
額
一
覧

平成31年度予算概要

歳
入

　
町
税
は
２
・
４
％
減
の
15
億
５
３

１
０
万
２
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
１
・
７
％
増
の
47

億
９
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
町
債
は
、
新
庁
舎
整
備
事
業
や

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
の
本
格
化

な
ど
に
伴
い
、
56
・
4
％
の
大
幅
な

増
と
な
り
、
19
億
４
６
３
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
収
支
不
足
を
補

う
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額
は

31
・
8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

　
人
件
費
や
借
入
金
を
返
済
す
る
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は
、
前
年

度
比
０
・
９
％
増
の
40
億
３
２
１
９

万
６
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
公

債
費
が
５
・
０
％
の
増
と
な
っ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
資
本
形
成
と
な
る
投
資
的

経
費
は
、
新
庁
舎
整
備
工
事
の
実
施

な
ど
に
よ
り
、
16
・
１
％
の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入
総額
１１４億
１,３００万円

町税
１５億５,３１０万２千円（１３.６％）

使用料・手数料
３億４,３８７万６千円（３.０％）

繰入金
６億５３６万４千円（５.３％）
その他
４億２,４１９万４千円（３.７％）

地方交付税
４７億９,０００万円
（４２.０％）

国庫支出金
５億３,０７９万９千円

（４.７％）

府支出金
７億４,３８６万５千円

（６.５％）

町債
１９億４,６３０万円
（１７.１％）

その他
４億７,５５０万円（４.２％）

１１４億
１,３００万円

自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

性質別
歳出

普通建設事業費
１９億９,２５４万２千円
（１７.５％）

人件費
１８億２,８５０万４千円
（１６.０％）

扶助費
７億７８５万８千円
（６.２％）

公債費
１４億９,５８３万４千円
（１３.１％）

物件費
１６億７,７８４万４千円

（１４.７％）

補助費など
２３億８,１５３万円

（２０.９％）

繰出金
１２億１,３６８万円

（１０.６％）

その他 
１億６７７万５千円（０.９％）

特集

歳出
総額
１１４億
１,３００万円

議会費
９,８１７万４千円（０.９％）

その他
２,３５１万３千円（０.２％）

総務費
２１億８,４４３万５千円
（１９.１％）

民生費
２２億９,９９３万４千円
（２０.２％）

衛生費
１５億

１,７６８万２千円
（１３.３％）

農林水産業費
１２億

７,７８５万４千円
（１１.２％）

商工費
１億９,３１５万９千円

（１.７％）

土木費
９億２,２６４万７千円（８.１％）

消防費
３億９,３８６万１千円（３.５％）

教育費
１０億５９０万７千円（８.８％）

公債費
１４億９,５８３万４千円

（１３.１％）
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 タウンミーティングの開催　32万 4千円

　町政懇談会「タウンミーティング」を開
催します。行政への希望や意見の把握に努
め、町政の情報発信を図ります。

 農業振興の推進　3億8,771万円
　農業後継者や営農組織を育成して担い手の確保
を図り、本町特産物の生産振興とブランド力の向
上を図ります。本年度は新たに「京丹波町産新鮮
野菜認定シール」の作成を行い、町内産品のアピー
ルに活用していきます。

 有害鳥獣対策事業　8,620万円
　鳥獣被害の防止柵設置に対する支援や新規狩猟
者免許取得助成、捕獲報奨金の支給など被害防止
と捕獲の両面で対策を強化します。サルによる被
害の防止に重点的に取り組みます。また、本年度
は新たに鳥獣撃退機の実証実験を実施します。

 林業振興の推進　1億5,031万6千円
　林道などの生産基盤を整備し、後継者の育成と
間伐の促進、間伐材、キノコ類などの多様な森林
資源の有効活用を図り、森林の保全や育成と林業
振興を推進します。

 商工・観光振興の推進　1億9,315万9千円
　「にぎわい創生課」を新設し、人口減少対策と一
体的に、商工や観光振興の推進に取り組みます。
道の駅「京丹波 味夢の里」に隣接して、民間事業
者によるホテル建設が計画されていることから、
この機会に、本町の魅力を広く PR し、町のにぎ
わいづくりを進めていきます。また、国の交付金
を活用して、新たに地域商社の立ち上げを行い、
企業化育成や雇用創出につなげていきます。

 道路橋りょう整備の推進　5億2,388万5千円
　車両や歩行者の安全確保や利便性の向上のため、
危険箇所の補修や修繕など適切な維持管理を行い、
狭い箇所などの拡幅や改良工事を実施します。

 ホストタウン構想の推進　1億1,633万2千円
　東京オリンピック・パラリンピックを契機とし
た「ホストタウン構想」を推進します。本年度は、
グリーンランドみずほホッケー場のナイター照明
施設などの整備工事を実施し、ホストタウンとし
ての環境整備を進めます。

 新庁舎の整備　9億 1,018 万 1千円

　平成32年度末までの建設に向け、コストの縮減
を図り、整備工事や木材調達などスピード感を
持って進めます。

 和知支所の耐震化　8,709 万 6千円

　和知支所庁舎は、耐震対応が十分でないこと
から、耐震診断の結果に基づき耐震化工事を実
施します。

 地域医療体制の確立推進と医師確保対策　2億 8,950 万円

　国保京丹波町病院、和知診療所、和知歯科診療所などの運
営費や国民健康保険南丹病院組合への負担金です。地域医療
の充実や医師の養成、確保に努めます。

 高齢者・障害者等の安心安全対策　17億 2,502 万 4千円

　高齢者や障害者をはじめ、全ての人々が安心して快適に生
活できるよう、みんなで支える地域福祉づくりを推進します。

 健康増進の推進　8,647 万 4千円

　乳幼児から高齢者までそれぞれの世代に応じた健康づくり
や誰もが自殺に追い込まれることのない地域づくりを推進し
ます。また、本年度は平成 26 年度から減塩対策を実施してき
た取り組みを評価するため、尿中塩分測定検査を住民健診に
取り入れます。

 子育て支援の推進　2億 2,444 万 7千円

　「こども未来課」を新設し、子育て支援のさらな
る充実に取り組んでいきます。すこやか子育て祝
金事業や子育て世帯の住宅リフォーム支援など継
続して実施します。

 幼児教育・保育の充実　4億 3,638 万 5千円

　幼稚園・保育所については、幼児の心身の発達段
階に応じた適切な教育や保育を行い、安全で快適な
環境整備を推進します。幼保連携型認定こども園は、
平成 34 年 4 月の開設目標に向け、平成 30 年度か
ら2年をかけて設計業務などを実施します。

 学校教育の充実　4億 4,108 万 5千円

　学校教育では、知育・徳育・体育のバランスの
とれた力である「生きる力」の育成に努めます。
学童保育を行っている旧須知小学校の老朽化が著
しいため、丹波ひかり小学校敷地内に新たな学童
保育施設を整備します。

 須知高校の活性化推進　268 万 5千円

　本町の将来を担う人材の育成や食、農を生かし
たまちづくりを推進するため、須知高校の教育振
興や町営バスの定期代などの支援を継続して実施
します。

産業振興

暮
ら
し
の
安
心
・
安
定

町行政の
公正化

子育て支援

環境整備 健
康
の
里
づ
く
り

の
推
進

平
成
31
年
度
予
算
の
概
要
を

５
つ
の
重
点
施
策
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

 移住・定住対策　605 万 2千円

　地域の活性化や人口減少の対策を総合的に担う
「にぎわい創生課」を新設し、住民や地域が主体と
なった取組に対する支援や、空き家バンク制度の
活用、移住相談会などにより、本町の魅力の発信
や受け入れ態勢の整備を進め、移住や定住の人口
の拡大を図ります。

 消防防災体制の強化　3億 9,386 万 1千円

　多発する災害に対応するため、地域防災力の要
となる消防団に配備する車両の更新のほか、行政
区単位での自主防災組織育成を促進して防災体制
の強化を図り、安心安全なまちづくりを推進します。
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瑞穂地域の社会教育、人権教
育、社会体育、文化財、文化
芸術、図書室など

子育て支援・保育所など／認
定こども園の設計・建築など

上水道、簡易水道など／公共
下水道、集落排水、合併処理
浄化槽など

総務一般、戸籍住民一般、税
務一般、土木一般、農林一般、
商工観光一般など

病院・診療所・介護療養型老
人保健施設、総合医療政策、
南丹病院組合など

情報化、情報化施策の企画推
進、情報センターの管理など
地域資源活用

外来診療、入院診療、居宅介
護支援、訪問看護、訪問リハ
ビリ、地域連携など

住民、戸籍、住民基本台帳、
印鑑登録、公的個人認証、災
害救助、行旅死病人、児童手
当など／国民健康保険、後期
高齢者医療、福祉医療、国民
年金など／環境衛生、船井郡
衛生管理組合、環境保全、埋
火葬墓地など／人権一般、住
民相談、消費生活など

税務一般、住民税、固定資産税、
軽自動車税、たばこ税、特別土
地保有税など／納税、滞納整理
など

職員の配置
４月１日の人事異動による職員の配置は次の通りです。

＊嘱託職員などを除く　＊敬称略　＊電話番号の市外局番は「０７７１」

京丹波町役場本庁
☎８２－０２００（代表）

【参事】中尾達也（総務福祉担当）
　　　 山田洋之（事業担当）

 議会事務局　☎８２－３８０５
　

【事務局長】藤田正則
【庶務係長】金江美和
山口知哉

 企画財政課　☎８２－３８０１
　

【課長】松山征義
【課長補佐】山内明宏
【財政係長】（山内明宏）
【企画広報係長】下村邦喜
【財産管理係長】正田智久
伴田裕章・川勝千裕・瀬戸亜弓
■京都府総務部自治振興課派遣
井上慎也

 総務課　☎８２－３８００

【課長】長澤　誠
【課長補佐】梅原千里・山内善史
【総務係長】（山内善史）
【人事秘書係長】（梅原千里）
【人事秘書係主任】松下由美
【契約検査係長】小林篤史
奥田康平・山口菜央・徳島　詢・
小畑詩織

■危機管理室
【室長】原澤　恒
【主任】山内秀文
村山裕信
■新庁舎建設室
【室長】（長澤　誠）
【主任】中村昭夫

 税務課　☎８２－３８０２
　

【課長】豊嶋浩史
【課長補佐】堀内浩二・ 徳島康善
【賦課係長】大西孝治
【徴収係長】芦谷真由美
【賦課係主任】福本ゑみ子
千田　司
■地方税機構派遣
野々口慶司・石田武史・野口尊正

 住民課　☎８２－３８０３
　

【課長】久木寿一
【課長補佐】谷口玲子・北村和正
【戸籍住民係長】島　 文子
【保険年金係長】上原康宏
【保険年金係主任】堀　孝子
【環境推進係長】山本桂市
【人権推進係長】（谷口玲子）
正田志帆・桐村杏菜・松浦由香・
荒木美由紀・上田さくら・
上田佳菜江

 農林振興課　☎８２－３８０８

【課長】山森英二
【課長補佐】保田志信・片山　健
【農林振興係長】小山　潤
【農林振興係主任】宇野浩史・
 十倉克也
【農林事業係長】荻野雅則
【地域資源活用推進係長】吉田　聡
辻　裕・海老瀬隆文
■農業委員会事務局
【事務局長】永武幸子
山下　泰

 にぎわい創生課
　　　　　　☎８２－３８０９

【課長】栗林英治
【課長補佐】小谷誠之・山下　稔
【移住定住推進係長】山内圭司
【地域振興係長】井口理恵
【交通対策係長】（小谷誠之）
一瀬紳司・木上祐輔・今川崇仁
■商工観光室
【室長】堀　友輔
【商工観光係長】（堀　友輔）
【企業立地推進係長】（山下　稔）

 土木建築課
　　　　　　☎８２－３８０６

【課長】山内和浩
【課長補佐】岩崎勝也・山内敏史・
　　　　　  井上晴之
【管理係長】堀　敬之
【土木係長】秋山卓弘
【建築係長】（岩崎勝也）
岡本　淳・奥野武志・徳島一輝・
忠田猛志・福田大樹

 会計室　☎８２－３８０４

【会計管理者】野村雅浩
【室長】中野竜二
【出納係長】上西貴幸
片山加奈

中央公民館
 教育委員会社会教育課
 丹波分室　☎８２－０９８８　

松谷洋二

 瑞穂保健福祉センター
 保健福祉課　☎８６－１８００

【課長】大西義弘
【課長補佐】井上祐子・西野菜保子・
岡本明美・原澤　洋・山内智美・
光枝三千代
【社会福祉係長】長谷川　真
【高齢福祉係長】西村明美
【包括支援センター主任】島田恵子
中川早苗・片山　哲・坂本美佳子・
髙見謙佑・山口紗也香・関　幸大
■健康推進室
【室長】永海貴子
【課長補佐】藤田むつみ
【係長】堀　道枝
【主任】保田智子・竹村　洋
【栄養士】上林小百合
【保健師】保ヶ部直子・蓮見純子・
中　淑子・三田杏奈

京丹波町情報センター
 企画財政課情報推進室
　　　　　　☎８８－５０００

【室長】保田利和

【係長】田畑昭彦
【主任】西村公貴
野口雄祐・坂本憲吾・西端優介

国保京丹波町病院　
 医療政策課　☎８６－０２２０

【課長】中川　豊
【課長補佐】村山英紀
【医療係長】(村山英紀 )

 国保京丹波町病院
　　　　　　☎８６－０２２０

【院長】垣田秀治
【副院長】(庄林　智 )
【事務局長】（中川　豊）
【看護部長】平田千春
【看護師長】石田由美子・小川和代
【内科部長】田中武兵
【外科部長】（庄林　智）
【事務局長補佐】（村山英紀）
【主任理学療法士】森本勝則
【主任診療放射線技師】山内敏行
【主任薬剤師】熊谷　明
【事務主任】水間和美・藤井知宝
【主任看護師】大西正美・西山由里・

片山比佐子・田路利恵
【医師】吉岡賢一
【看護師】白波瀬小百合・上田ひとみ・
山田加奈恵・大西好美・新宮さちよ・
谷掛郁代・能勢真由美・野村厚子・
中村育美・村上永里子・吉田恵理子・
山本真紀・猪田満枝・田中美由紀・
梶本由美子・井尻友美・橋本樹里・
山内英美・齋藤世吏恵・谷口紀久恵・
渡邊まさみ・野間幾恵・四方若菜・
八木莉那・高屋里美
【診療放射線技師】小西賢治
【理学療法士】井爪直美・

伊藤正幸・佐々木恭平
【管理栄養士】藤ノ井公代

健康管理センター
 こども未来課　☎８２－１３９４

【課長】木南哲也
【課長補佐】樹山敬子
【子育て支援係長】四方妃佐子
【作業療法士】石原詩子・長野まい
山本竣也
■こども園整備室
【室長】田中晋雄
【主任】大秦　学

 保健福祉課
 丹波地域保健福祉係
　　　　　　   ☎８２－１８００

【係長】（山内智美）
小池由加里

畑川浄水場　
 上下水道課　☎８３－９１０５

【課長】十倉隆英
【課長補佐】竹内　健
【上水道係長】山下　徹
【上水道係主任】髙屋敦彦・西山直人
【下水道係長】小松聖人
【下水道係主任】小原直也
吉田和晃・山西博美・伊東拓馬・
林龍之介

瑞穂支所　
 瑞穂支所
　　　　 代表☎８６－０１５０

【支所長】山内善博
【支所長補佐】石田美穂
【主任】塩田　誠・橋本賢二
輕尾圭造・豊嶋裕美・森田　亮・
小崎亮太・今川奈未

 教育委員会社会教育課
 瑞穂分室
　　　　　　☎８６－１１５０

（川野雅夫）

調査研究、渉外、定例会、・臨
時会、委員会など／議会一般、
議案、監査委員など

企画、陳情・請願など／広報、
広聴、統計、町政要望など／財
務一般、予算・決算、起債町有
財産の管理など

経済、農業、林業、畜産業、農
業委員会など／農林業施設、農
道、ため池、かんがい排水、林道、
治山、農林災害復旧など／地域
資源の循環利用など

総務一般、法規、行政運営、選
挙（選挙管理委員会）、公用車運
行管理など／人事、秘書、任免、
給与、研修、福利厚生、職員団
体など／工事、物品などの入札・
契約・検査・指導など／消防・
防災、防犯、住民安全、交通安
全／新庁舎の設計・建築など

土木管理、建設、用地買収、
国土利用計画、都市計画など
／土木一般、入札、道路・橋りょ
う、土木災害復旧など／建築、
町営住宅など／ダム、ダム周辺
整備、公園緑地、河川・砂防
など

丹波地域の健康増進、福祉お
よび介護保険など
（詳細は保健福祉課を参照）

保健一般、健診、伝染病予防そ
の他疾病、保健指導など／福祉
一般、救護養護、保護、高齢者
福祉、障害者福祉、母子・児童
福祉など／介護保険一般、介護
保険給付、介護認定、介護保険
料など

丹波地域の社会教育、人権教育、
社会体育、文化財、文化芸術、
図書室など

出納、指定金融機関、資金、
物品会計など

商工業、観光、鉱業、労働行政
など／企業の立地推進など／地
域づくり、住民自治、交流事業
など／移住・定住など、交通一
般、町営バスなど
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京丹波町役場本庁
☎８２－０２００（代表）

【参事】中尾達也（総務福祉担当）
　　　 山田洋之（事業担当）

 議会事務局　☎８２－３８０５
　

【事務局長】藤田正則
【庶務係長】金江美和
山口知哉

 企画財政課　☎８２－３８０１
　

【課長】松山征義
【課長補佐】山内明宏
【財政係長】（山内明宏）
【企画広報係長】下村邦喜
【財産管理係長】正田智久
伴田裕章・川勝千裕・瀬戸亜弓
■京都府総務部自治振興課派遣
井上慎也

 総務課　☎８２－３８００

【課長】長澤　誠
【課長補佐】梅原千里・山内善史
【総務係長】（山内善史）
【人事秘書係長】（梅原千里）
【人事秘書係主任】松下由美
【契約検査係長】小林篤史
奥田康平・山口菜央・徳島　詢・
小畑詩織

■危機管理室
【室長】原澤　恒
【主任】山内秀文
村山裕信
■新庁舎建設室
【室長】（長澤　誠）
【主任】中村昭夫

 税務課　☎８２－３８０２
　

【課長】豊嶋浩史
【課長補佐】堀内浩二・ 徳島康善
【賦課係長】大西孝治
【徴収係長】芦谷真由美
【賦課係主任】福本ゑみ子
千田　司
■地方税機構派遣
野々口慶司・石田武史・野口尊正

 住民課　☎８２－３８０３
　

【課長】久木寿一
【課長補佐】谷口玲子・北村和正
【戸籍住民係長】島　 文子
【保険年金係長】上原康宏
【保険年金係主任】堀　孝子
【環境推進係長】山本桂市
【人権推進係長】（谷口玲子）
正田志帆・桐村杏菜・松浦由香・
荒木美由紀・上田さくら・
上田佳菜江

 農林振興課　☎８２－３８０８

【課長】山森英二
【課長補佐】保田志信・片山　健
【農林振興係長】小山　潤
【農林振興係主任】宇野浩史・
 十倉克也
【農林事業係長】荻野雅則
【地域資源活用推進係長】吉田　聡
辻　裕・海老瀬隆文
■農業委員会事務局
【事務局長】永武幸子
山下　泰

 にぎわい創生課
　　　　　　☎８２－３８０９

【課長】栗林英治
【課長補佐】小谷誠之・山下　稔
【移住定住推進係長】山内圭司
【地域振興係長】井口理恵
【交通対策係長】（小谷誠之）
一瀬紳司・木上祐輔・今川崇仁
■商工観光室
【室長】堀　友輔
【商工観光係長】（堀　友輔）
【企業立地推進係長】（山下　稔）

 土木建築課
　　　　　　☎８２－３８０６

【課長】山内和浩
【課長補佐】岩崎勝也・山内敏史・
　　　　　  井上晴之
【管理係長】堀　敬之
【土木係長】秋山卓弘
【建築係長】（岩崎勝也）
岡本　淳・奥野武志・徳島一輝・
忠田猛志・福田大樹

 会計室　☎８２－３８０４

【会計管理者】野村雅浩
【室長】中野竜二
【出納係長】上西貴幸
片山加奈

中央公民館
 教育委員会社会教育課
 丹波分室　☎８２－０９８８　

松谷洋二

 瑞穂保健福祉センター
 保健福祉課　☎８６－１８００

【課長】大西義弘
【課長補佐】井上祐子・西野菜保子・
岡本明美・原澤　洋・山内智美・
光枝三千代
【社会福祉係長】長谷川　真
【高齢福祉係長】西村明美
【包括支援センター主任】島田恵子
中川早苗・片山　哲・坂本美佳子・
髙見謙佑・山口紗也香・関　幸大
■健康推進室
【室長】永海貴子
【課長補佐】藤田むつみ
【係長】堀　道枝
【主任】保田智子・竹村　洋
【栄養士】上林小百合
【保健師】保ヶ部直子・蓮見純子・
中　淑子・三田杏奈

京丹波町情報センター
 企画財政課情報推進室
　　　　　　☎８８－５０００

【室長】保田利和

【係長】田畑昭彦
【主任】西村公貴
野口雄祐・坂本憲吾・西端優介

国保京丹波町病院　
 医療政策課　☎８６－０２２０

【課長】中川　豊
【課長補佐】村山英紀
【医療係長】(村山英紀 )

 国保京丹波町病院
　　　　　　☎８６－０２２０

【院長】垣田秀治
【副院長】(庄林　智 )
【事務局長】（中川　豊）
【看護部長】平田千春
【看護師長】石田由美子・小川和代
【内科部長】田中武兵
【外科部長】（庄林　智）
【事務局長補佐】（村山英紀）
【主任理学療法士】森本勝則
【主任診療放射線技師】山内敏行
【主任薬剤師】熊谷　明
【事務主任】水間和美・藤井知宝
【主任看護師】大西正美・西山由里・

片山比佐子・田路利恵
【医師】吉岡賢一
【看護師】白波瀬小百合・上田ひとみ・
山田加奈恵・大西好美・新宮さちよ・
谷掛郁代・能勢真由美・野村厚子・
中村育美・村上永里子・吉田恵理子・
山本真紀・猪田満枝・田中美由紀・
梶本由美子・井尻友美・橋本樹里・
山内英美・齋藤世吏恵・谷口紀久恵・
渡邊まさみ・野間幾恵・四方若菜・
八木莉那・高屋里美
【診療放射線技師】小西賢治
【理学療法士】井爪直美・

伊藤正幸・佐々木恭平
【管理栄養士】藤ノ井公代

健康管理センター
 こども未来課　☎８２－１３９４

【課長】木南哲也
【課長補佐】樹山敬子
【子育て支援係長】四方妃佐子
【作業療法士】石原詩子・長野まい
山本竣也
■こども園整備室
【室長】田中晋雄
【主任】大秦　学

 保健福祉課
 丹波地域保健福祉係
　　　　　　   ☎８２－１８００

【係長】（山内智美）
小池由加里

畑川浄水場　
 上下水道課　☎８３－９１０５

【課長】十倉隆英
【課長補佐】竹内　健
【上水道係長】山下　徹
【上水道係主任】髙屋敦彦・西山直人
【下水道係長】小松聖人
【下水道係主任】小原直也
吉田和晃・山西博美・伊東拓馬・
林龍之介

瑞穂支所　
 瑞穂支所
　　　　 代表☎８６－０１５０

【支所長】山内善博
【支所長補佐】石田美穂
【主任】塩田　誠・橋本賢二
輕尾圭造・豊嶋裕美・森田　亮・
小崎亮太・今川奈未

 教育委員会社会教育課
 瑞穂分室
　　　　　　☎８６－１１５０

（川野雅夫）

乳幼児保育、子育て支援セン
ターなど

乳幼児保育、子育て支援セン
ターなど

幼児教育など

町内小・中学校の給食調理など

外来診療、訪問診療など

外来診療、訪問看護、訪問リハビ
リなど／長期入所、短期入所など

総務一般、戸籍住民一般、税
務一般、土木一般、農林一般、
商工観光一般など

教育一般、教育施設、教職員
人事、幼稚園など、情報教育、
放課後児童健全育成など／学校
教育、学校保健など／社会教育、
人権教育、社会体育など／文化
財、文化芸術、図書室など

和知支所
 和知支所　代表☎８４－０２００

【支所長】藤井雅文
【支所長補佐】木下浩昭
【主任】野間　隆・四方晴美・
出野文隆
友金輝幸・村山奈央・大森しおり・
藤田健吾

 保健福祉課
 和知地域保健福祉係
　　　　　　　☎８４－００４９

【係長】（光枝三千代）
【主任】原田結城

教育委員会　（和知支所内）
 教育委員会　☎８４－００２８

【次長（参事）】堂本光浩
■学校教育課
【課長】中井伸幸
【課長補佐】吉田敦美
【総務係長】（吉田敦美）
【学校教育係長】並河直樹
山本美子・細野江梨子・井上和宏
■社会教育課
【課長】山根美智代
【課長補佐】村田弘之
【社会教育係長】（村田弘之）
【文化スポーツ係長】西山宏明
久保元真一・川野雅夫・山内　仁
■京都府文化スポーツ部
　スポーツ振興課派遣
隅田和樹

和知診療所
 和知診療所
 （介護療養型老人保健施設）　
　　　　　　  ☎８４－１１１２

【所長】庄林　智
【事務長】山田和志
【看護師長】林　真紀
【主任理学療法士】大田有次
【事務主任】原澤美和
【主任看護師】伏原幸子
【ケアマネジャー】（安藝俊郎）
【診療放射線技師】津村泰宏
【看護師】
竹内美弥・小寺恵美・稲元左希子・
滝波美由紀
■介護療養型老人保健施設
【施設長】（庄林　智）
【事務長】（山田和志）
【看護師長】（林　真紀）
【主任理学療法士】（大田有次）
【事務主任】（原澤美和）
【主任看護師】（伏原幸子）
【ケアマネジャー】安藝俊郎
【診療放射線技師】（津村泰宏）
【看護師】
（竹内美弥）・（小寺恵美）・
（稲元左希子）・（滝波美由紀）

和知歯科診療所
 和知歯科診療所
　　　　　　    ☎８４－１１５４

【所長】三浦博人
【事務長】（山田和志）
【事務長補佐】山口秀子
【主任歯科衛生士】片山昭子
【歯科医師】濵岡秀樹

学校・保育園など
  上豊田保育所
　　　　　　　　☎８２－２０５６

【所長】東　直美
【所長補佐】山内里佳子
【主任】細見ルミ
【保育士】野口加代里・
加藤亜希子・中西靖浩・谷　麻美・
山内　咲・永井　希・田畑美穂

  みずほ保育所
　　　　　　　☎８６－０５７４

【所長】浦井美紀
【所長補佐】北村恵里子
【主任】小室由紀

【保育士】森こず枝・蒲生沙奈美・
新庄美和子・兵田尚美
【養護教諭】小西愛紀

  わちエンジェル
　　　　　　　☎８４－１９２０

【所長】真野照美
【所長補佐】下村秀美
【主任】（下村秀美）
【保育士】久保元恵子・梅原彰子・
岡本春成・三嶋夏波・井上暁美
【管理栄養士】野口朝美

  須知幼稚園
 　　　　　　　☎８２－０１５１

【園長】津田知美
【教頭】湊　玲奈
【主任】小林和子
【教諭】大秦優子・池田直未
【養護教諭】越浦宏美

  小中学校

【蒲生野中学校】［主任］和田　隆

  給食センター

【センター長】上林太志
【瑞穂給食センター】（上林太志）
【和知給食センター】（上林太志）
【主任】小林富美子

  退職職員
（３月３１日付、敬称略。（　）は前職）

伴田邦雄（参事（総務福祉担当））
一谷　寛（国保京丹波町病院和
知診療所事務長）
榎川　諭（和知支所長）
西村喜代美（須知幼稚園長）
松井健吾（企画政策課主幹）
山鳥　強（保健福祉課課長補佐）
増谷隆男（農業委員会事務局長）
太田周人（企画政策課主査）
伴田絵理（上豊田保育所保育士）
門　大輔（保健福祉課主事）

和知地域の健康増進、福祉お
よび介護保険など
（詳細は保健福祉課を参照）

乳幼児保育、子育て支援セン
ターなど

学校用務など

　

桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始
め
た
3
月
16

日
、中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室
で「
平
成

30
年
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
表

彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、昨
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
や

競
技
会
、大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。ま

た
、町
の
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
も
贈
ら
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平
成
30
年
京
丹
波
町

ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
表
彰
式

「
ス
ポ
ー
ツ
賞
15
個
人
６
団
体
・
文
化
賞
８
個
人
５
団
体
が
栄
え
あ
る
受
賞
」

平
成
30
年
度
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
地
域
対
抗
大
会
表
彰
式

れ
ま
す
。

　

両
賞
の
授
賞
式
で
は
、太
田
昇
町
長
か
ら

23
個
人
・
11
団
体
に
各
賞
が
授
与
さ
れ
、そ

の
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は
次
の
通
り

で
す
。

　

ま
た
、京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
地
域
対

抗
大
会
表
彰
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
敬
称
略
】

　

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
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賞

●
特
別
栄
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女
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Ｈ
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ブ
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京
都
学
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大
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〕

第
６
回
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界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
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テ
ィ
ン
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選
手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
女

子
63
㎏
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優
勝
」

お
お 
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の
ぼ
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第
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回
国
民
体
育
大
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福
井
）パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
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グ
女
子
重
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勝
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中
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ア
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●
功
労
賞

竹
村
一
宏〔
京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
〕

15
年
以
上
に
わ
た
り
、瑞
穂
中
学
校
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て
生
徒
の

競
技
力
の
向
上
、健
全
育
成
に
努
め
、全

国
大
会
第
３
位
や
近
畿
大
会
優
勝
な

ど
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
た
。

ま
た
、全
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
選

手
も
育
成
さ
れ
て
い
る
。

林　

忠
一〔
京
丹
波
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
〕

平
成
15
年
か
ら
指
導
者
と
し
て
指
導
育
成

に
携
わ
り
、平
成
25
年
か
ら
は
、京
丹
波
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
和
知
支
部
会
長
、京

丹
波
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
を
歴

任
さ
れ
、町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
の

普
及
・
振
興
お
よ
び
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
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や 

め

た
け
ぐ
ち 

い
わ  

ね

た
に
ぐ
ち  

り  

お

な
い 

と
う
た
け  

し

み
な
と    

あ
や  

か
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和知支所
 和知支所　代表☎８４－０２００

【支所長】藤井雅文
【支所長補佐】木下浩昭
【主任】野間　隆・四方晴美・
出野文隆
友金輝幸・村山奈央・大森しおり・
藤田健吾

 保健福祉課
 和知地域保健福祉係
　　　　　　　☎８４－００４９

【係長】（光枝三千代）
【主任】原田結城

教育委員会　（和知支所内）
 教育委員会　☎８４－００２８

【次長（参事）】堂本光浩
■学校教育課
【課長】中井伸幸
【課長補佐】吉田敦美
【総務係長】（吉田敦美）
【学校教育係長】並河直樹
山本美子・細野江梨子・井上和宏
■社会教育課
【課長】山根美智代
【課長補佐】村田弘之
【社会教育係長】（村田弘之）
【文化スポーツ係長】西山宏明
久保元真一・川野雅夫・山内　仁
■京都府文化スポーツ部
　スポーツ振興課派遣
隅田和樹

和知診療所
 和知診療所
 （介護療養型老人保健施設）　
　　　　　　  ☎８４－１１１２

【所長】庄林　智
【事務長】山田和志
【看護師長】林　真紀
【主任理学療法士】大田有次
【事務主任】原澤美和
【主任看護師】伏原幸子
【ケアマネジャー】（安藝俊郎）
【診療放射線技師】津村泰宏
【看護師】
竹内美弥・小寺恵美・稲元左希子・
滝波美由紀
■介護療養型老人保健施設
【施設長】（庄林　智）
【事務長】（山田和志）
【看護師長】（林　真紀）
【主任理学療法士】（大田有次）
【事務主任】（原澤美和）
【主任看護師】（伏原幸子）
【ケアマネジャー】安藝俊郎
【診療放射線技師】（津村泰宏）
【看護師】
（竹内美弥）・（小寺恵美）・
（稲元左希子）・（滝波美由紀）

和知歯科診療所
 和知歯科診療所
　　　　　　    ☎８４－１１５４

【所長】三浦博人
【事務長】（山田和志）
【事務長補佐】山口秀子
【主任歯科衛生士】片山昭子
【歯科医師】濵岡秀樹

学校・保育園など
  上豊田保育所
　　　　　　　　☎８２－２０５６

【所長】東　直美
【所長補佐】山内里佳子
【主任】細見ルミ
【保育士】野口加代里・
加藤亜希子・中西靖浩・谷　麻美・
山内　咲・永井　希・田畑美穂

  みずほ保育所
　　　　　　　☎８６－０５７４

【所長】浦井美紀
【所長補佐】北村恵里子
【主任】小室由紀

【保育士】森こず枝・蒲生沙奈美・
新庄美和子・兵田尚美
【養護教諭】小西愛紀

  わちエンジェル
　　　　　　　☎８４－１９２０

【所長】真野照美
【所長補佐】下村秀美
【主任】（下村秀美）
【保育士】久保元恵子・梅原彰子・
岡本春成・三嶋夏波・井上暁美
【管理栄養士】野口朝美

  須知幼稚園
 　　　　　　　☎８２－０１５１

【園長】津田知美
【教頭】湊　玲奈
【主任】小林和子
【教諭】大秦優子・池田直未
【養護教諭】越浦宏美

  小中学校

【蒲生野中学校】［主任］和田　隆

  給食センター

【センター長】上林太志
【瑞穂給食センター】（上林太志）
【和知給食センター】（上林太志）
【主任】小林富美子

  退職職員
（３月３１日付、敬称略。（　）は前職）

伴田邦雄（参事（総務福祉担当））
一谷　寛（国保京丹波町病院和
知診療所事務長）
榎川　諭（和知支所長）
西村喜代美（須知幼稚園長）
松井健吾（企画政策課主幹）
山鳥　強（保健福祉課課長補佐）
増谷隆男（農業委員会事務局長）
太田周人（企画政策課主査）
伴田絵理（上豊田保育所保育士）
門　大輔（保健福祉課主事）

【
団
体
】

京
丹
波
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
瑞
穂
チ
ー
ム

第
41
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技

「
優
勝
」

蒲
生
野
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

第
67
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
準
優
勝
」

第
71
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
優
勝
」

瑞
穂
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

第
48
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会「
第
３
位
」

第
67
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
優
勝
」

第
71
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
優
勝
」

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｓ（
フ
ォ
ー
セ
ス
）

高
松
宮
賜
杯
第
62
回
全
日
本
軟
式
野
球

京
都
府
大
会（
２
部
）「
優
勝
」

●
輝
き
賞

【
団
体
】

蒲
生
野
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部　

第
71
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
準
優
勝
」

瑞
穂
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

第
71
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
競
技「
準
優
勝
」

　

京
丹
波
町
文
化
賞　

●
文
化
賞

【
団
体
】

京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会　

京
丹
波
町
内
旧
須
知
村
、岩
崎
革
也
邸

で
発
見
さ
れ
た
日
本
の
歴
史
上
に
お
け

VOL.1TOMORROW京丹波町教育委員会生涯学習通信 トゥモロー

る
貴
重
な
資
料
の
調
査
と
研
究
を
行
い
、

膨
大
な
資
料
の
整
理
と
保
存
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
き
た
。

●
文
化
功
労
賞

【
個
人
】

片
山
博
至〔
和
知
人
形
浄
瑠
璃
会
〕

平
成
７
年
３
月
に
和
知
人
形
浄
瑠
璃
会

入
会
以
来
、自
身
の
技
能
を
磨
く
と
と

も
に
、会
員
お
よ
び
児
童
・
生
徒
へ
指
導

し
、伝
統
芸
能
の
文
化
向
上
、保
存
継
承

に
貢
献
さ
れ
た
。 

●
文
化
奨
励
賞

【
個
人
】

上
田
律
夫

平
成
30
年
度
京
都
と
っ
て
お
き
の
芸
術

祭
書
の
部「
実
行
委
員
会
会
長
賞
」

 

●
輝
き
賞

【
個
人
】

上
田
咲
来〔
瑞
穂
中
学
校
〕

第
15
回
全
日
本
年
賀
状
大
賞
コ
ン
ク
ー

ル
絵
手
紙
部
門「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
賞
」

梅
原
侑
理
沙〔
和
知
中
学
校
〕

第
12
回
北
方
領
土
と
私
た
ち
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞「
北
方
領
土
返
還
要
求

京
都
府
民
会
議
会
長
賞
」

川
﨑
佑
梨
乃〔
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
〕

平
成
30
年
度
第
11
回
京
都
府
高
等
学
校

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト「
第
１
位
」

第
16
回
近
畿
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト「
会
長
賞
」

妹
尾
な
つ
み〔
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
〕

平
成
29
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
京
都
論
文
コ
ン
テ
ス
ト「
佳
作
」

髙
橋
怜
奈〔
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
〕

第
12
回
北
方
領
土
と
私
た
ち
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞「
北
方
領
土
問
題
対
策

協
会
理
事
長
賞
」

東　

麻
衣〔
京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
〕

第
69
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

大
会
意
見
発
表
の
部　

分
野
Ⅱ
類　

開

発
・
保
全
・
創
造「
最
優
秀
賞
」農
業
情
報

処
理
競
技
会「
優
秀
賞
」

第
66
回
近
畿
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大

会
意
見
発
表
の
部 

分
類
Ⅱ
類　

開
発
・

保
全
・
創
造「
優
秀
賞
」

 【
団
体
】

瑞
穂
小
学
校
３
年　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
回
京
都
府　

食
の
み
ら
い
宣
言
・

実
践
活
動
表
彰「
食
の
み
ら
い
京
都
府

町
村
会
長
賞
」

 

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校

「
情
報
の
表
現
と
管
理
」履
修「
京
都
丹

波
の
ホ
ッ
ケ
ー
団
」班
第
６
回
創
造
力

無
限
大
∞
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ

ラ
ン
プ
リ
で
ベ
ス
ト
１
０
０
に
選
出

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

第
69
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

大
会
意
見
発
表
の
部 

分
類
Ⅰ
類 

生
産
・

流
通
・
経
営「
優
秀
賞
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部 

分
野
Ⅱ
類 

開

発
・
保
全
・
創
造「
優
秀
賞
」

農
業
情
報
処
理
競
技
会「
優
秀
賞
」　　

第
２
回
全
国
高
校
生
農
業
ア
ク
シ
ョ
ン

大
賞
支
援
対
象
15
グ
ル
ー
プ
に
選
出

京
都
府
立
須
知
高
等
学
校
木
日
会（
美
術
部
）

第
27
回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大

会
に
お
い
て
、応
募
作
品
が
予
選
を
突

破
し
、高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
本
選
大

会
出
場

き
ょ
う
と  

た
ん  

ば 

い
わ
さ
き 

か
く 

や  

け
ん
き
ゅ
う
か
い

か
た
や
ま 

ひ
ろ  

し

う
え  

だ  

り
つ  

お

う
え 

だ  

さ
く  

ら

う
め
は
ら  

あ   

り   

さ

か
わ
さ
き  

ゆ   

り   

の

せ
の 

お

た
か
は
し 

れ
い  

な

ひ
が
し      

ま   

い

京丹波町のいじめを含む教育相談専用電話
（京丹波町教育委員会内）ＴＥＬ：84－2188【直通】

　社会教育・文化・スポーツ団体などの生涯学習に関する問い合わせ先

京丹波町教育委員会　社会教育課 ＴＥＬ：84－0028  ＦＡＸ：84－2100 
 丹波分室 ＴＥＬ：82－0988  ＦＡＸ：82－1717
 瑞穂分室 ＴＥＬ：86－1150  ＦＡＸ：86－0859

受付
時間

午前８時３０分～午後５時
※土、日、祝日は除く
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平成30年度京丹波町

スポーツ大会
地域対抗大会表彰

【第１位】蒲生区
 実勢区
【第３位】須知区

平成30年度 京丹波町スポーツ大会

地域対抗表彰 得点一覧表
　本町では町民の皆さんがスポーツを行うことによ
り、健康の増進、体力の向上を図り、互いに交流と地
域のつながりを深めるために町スポーツ大会を地
域対抗形式で実施しています。
　平成３０年度の地域対抗得点
を掲載します。本年度もスポーツ
大会への積極的な参加をお願い
します。

総合順位　　区名 合計点

１位 蒲生・実勢 （１２７点）
３位 須知 （９５点）
４位 水原 （６８点）
５位 中村・下村・鎌倉 （６６点）
８位 豊田 （６４点）
９位 曽根・院内・幸野・森 （５９点）
13位 グリーンハイツ （５７点）
14位 笹尾・中畑・辻村 （５０点）
17位 猪鼻 （４２点）
18位 新水戸・橋爪 （３９点）
20位 和田 （３７点）
21位 水戸 （３６点）

総合順位　　区名 合計点

22位 大朴・下村（質美） （３４点）
24位 東又 （３３点）
25位 中台 （３１点）
26位 保井谷 （２８点）
27位 上豊田 （２５点）
28位 井尻・鎌谷中 （２０点）
30位 安井 （１９点）
31位 下山・上大久保・下大久保
 本庄・才原・安栖里 （１７点）
37位 蒲生野・富田・市場 （１１点）
40位 塩田谷 （５点）

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
認
定
を
受
け
、ホ
ッ
ケ
ー
合
宿
の
聖
地
を
目
指
す

本
町
で「
Ｕ
ー
12
ホ
ッ
ケ
ー
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
」が
３

月
２
日
、３
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
初
め
て
の
開
催
で
、小
学
生
に
夢

を
与
え
、将
来
、世
界
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
発
掘
し

育
成
す
る
こ
と
と
、ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
普
及
と
競
技

人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
各
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ

た
小
学
生
1
0
1
人（
本
町
よ
り
３
人
参
加
）と
指
導

者
、引
率
者
な
ど
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
元
日
本
代
表
選
手
４
人
に
よ
る
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、一
流
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。終
了

後
、京
都
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
同
セ
ン
タ
ー
講

師
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
と
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
座
を
受
講
。ゲ
ー
ム
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
す
る
た
め
の
食
事
や
思
考
の
あ
り
方
を
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、元
日
本
代
表
高
瀬
克
也
さ
ん
に
よ
る「
目
指

せ
日
本
代
表
」と
題
し
て
の
講
演
を
聞
く
な
ど
、充
実

し
た
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
交
流
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
キ
ャ
ン
プ
の
成

果
を
披
露
し
、２
日
間
の
有
意
義
な
キ
ャ
ン
プ
を
終

え
、互
い
に
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
指
導
者
は「
指
導
者
は
み
ん
な
子
ど
も

達
の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。全
国
各
地
か
ら
小
学

生
が
集
ま
っ
て
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
事
は
画
期
的
な

こ
と
で
す
。講
師
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
、素
晴
ら
し
い
人

工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
、宿
泊
施
設
が
揃
っ
て
で
き
る
こ
と

で
す
ね
」と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

た
か 

せ  

か
つ  

や

ブランドン・ハリソンさん
京丹波町
スポーツ国際交流員

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
夢
み
て
全
国
か
ら
小
学
生
1
0
1
人
が
集
う

U-

12 

ホ
ッ
ケ
ー
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
が

本
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
公
社
）日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
部
会

主催

 Learn New Zealand　

ブランドンの
ニュージーランド紹介
　本町では、東京2020を契機
としたホッケー合宿の聖地化
に向けた「ホストタウン構想事
業」に取り組んでいます。
　この事業は、海外代表チームに事前合宿誘致
や国内大会、日本代表合宿の誘致などを行い、
地域の活性化を図っています。特に交換留学な
どでこれまでから交流が盛んなニュージーラン
ド女子ホッケー代表チームに事前合宿の呼び
かけを行っています。また昨年８月から、ニュー
ジーランドとの交流の懸け橋になってもらうた
め、スポーツ国際交流員制度を活用し、ニュー
ジーランド出身のブランドン・ハリソンさんにお
越しいただいています。
　本コーナーでは、ホストタウン構想事業の紹
介としてブランドンさんによるニュージーラン
ドの紹介をしていただきます。

 第1回    ニュージーランドの文化などについて
　ニュージーランド（以下ＮＺと表記）は白く長い雲がたな
びく国として知られている南半球にある小さな島です。北島
と南島の２つの主要な島と多くの小さな島々からなってお

り、面積は日本の約４分３、人口は約４８０万人で首都はウェリントンです。
　世界で唯一飛べない鳥として有名なキーウィの生息地で、国鳥のキー
ウィは神が宿り人々の命を守る神聖な鳥として大切にされており、マスコッ
トにもなっています。
 ＮＺは多種、多様な文化が存在し、多様な民族、宗教が共存しています。
先住民はマオリと言い、彼らは強い精神性で結ばれており、日本の神道に
似たような信念を持っています。　　　
　彼らは強く誇り高い民族で、彼らの文化を守り認めることがＮＺの大き
な基盤となっており、食べ物、衣類、玩具、ファッション、その他代表するも
のの多くは、マオリ文化の影響を受けています。
　また、ＮＺは、オールブラックスという独特な踊り（ハカ）で有名なラグ
ビーチームがあります。ハカはマオリ族の伝統的な戦いの踊りで、戦闘意
欲をかき立てるものです。
　ニュージーランド人は気さくで温かく、そしてのんきです。生活様式は
仕事が全てでなく、家族との時間や今の生活を楽しむことを大切にして
います。
　ＮＺの文化について少し理解していただけましたか？
　次回はＮＺで生まれた物や食べ物などについて紹介します。



健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第140回

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします　京丹波町病院　電話 0771-86-0220

　春眠暁を覚えず※、という名言もありますが、この

時期でも不眠に悩む人は多いと思います。

　この４月から同じ睡眠薬を長期間にわたり服用

し続けることに対して、保険適用が厳しくなりまし

た。当院も「できるだけ、睡眠薬に頼らないようにし

ましょう」という厚生労働省の方針に従っています。

　しかし、それでも眠れないときには睡眠薬に頼ら

ざるを得ないときもあります。

　では、どうすればいいのでしょうか？

『 睡眠薬は正しく服用しましょう』

垣田　秀治   院長　国保京丹波町病院　
かき   た　　　ひで  はる

　ここ数年で新しいタイプの睡眠薬（睡眠調節

剤）が数種類出ています。これは不眠の原因となっ

ている睡眠周期の乱れを改善し、正常の睡眠リズム

に切り替えるタイプの薬で、これを服用して効果があ

るときには睡眠調節剤そのものがいらなくなります。

　しかし、これらの薬は比較的効果がマイルドな

ため、今まで睡眠薬を服用していた人にはなかな

か効きにくい、という面があります。

　その場合には、今まで服用していた睡眠薬を軽

めの睡眠薬に変更して、そのうえで睡眠調節剤を

一緒に飲む、という方法もあります。

　それでも眠れない、という方は睡眠薬を減量や中

止することは難しいかもしれませんが、薬の種
類や量は少ないに越したことあり
ません。

　関心のある方は、一度、主治医
に相談してみてください。
　睡眠薬の減量や中止ができたらいいですね。

貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

図書室のご案内
開室日 日 月 火 水 木 金 土開室日

中央公民館図書室
電話　0771-82-0988

桧山公民館（山村開発センター）図書室  
電話　0771-88-0506

梅田公民館（旧梅田保育所）図書室

三ノ宮公民館（三ノ宮基幹集落センター）
図書室

質美公民館（質美振興センター）
図書室

和知公民館（和知ふれあいセンター）図書室
電話　0771-84-2081

9時～17時

第1、第3火
9時～13時

第2、第4火
13時～17時

第2、第4火
13時30分～
17時30分

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

第2、第4土
13時～17時

第1、第3土
9時～13時

第2、第4土
13時～17時

第2、第4土
13時～17時

9時～17時

14時～17時

お茶の間

こんなときの、
この一冊

図書室がおすすめする

　この本は、昭和 49年に出版されました。

著者の山口淑子さんは戦時中「李香蘭」と

して生き、最前線の兵士を慰問するために

戦場を走り、終戦後、再びレポーターとし

てアラブに向かいました。

　山口さんは、「戦争の悲劇と、そこに生

きる民衆の姿をできるだけ忠実につたえて

いこう」、「戦争は、敵と味方に人びとを区分けして巻き込み、戦場の犠牲

者にしてしまう。“戦争とは、そんなものだ” と簡単に言ってしまえる人が

いるだろうか。私には、できない」と語っています。

　平成が終わり、戦争が過去のものとして遠くなっていく今、山口さんの

思いが蘇る一冊です。

（中央公民館図書室　湯浅真弓さん）

『誰も書かなかったアラブ』
山口　淑子・著　／　サンケイ新聞社出版局

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画政策課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

※午前11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

※午前11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

ゆ  あさ   ま    ゆみ

やま ぐち    よし   こ

※春眠暁を覚えず…春の夜は心地よいので、朝になったことにも気づ
　　　　　　　　　かず眠り込んでしまうということ

  しゅんみんあかつき   おぼ
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FLASHKYOTAMBA TOWN ALBUM 2019

株式会社
京都環境保全公社
 １００万円

岩﨑　薫 １０万円

片山　山治 １０万円

ふるさと応援寄付金
のお礼 ＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

わたしたちの町

 人　口 14,081 （－81）
 男 6,708 （－40）
 女 7,373 （－41）
 世帯数 6,292 （－  3）
4月 1日現在／（    ）は前月比

FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2019

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

●一
谷
選
手
が
一
日
消
防
署
長
に

　
園
部
消
防
署
が
３
月
１
日
、
本
町
出

身
で
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代
表
候
補
の
一

谷
麻
実
選
手
を
一
日
消
防
署
長
に
委
嘱

し
、
本
町
と
南
丹
市
で
火
災
予
防
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
春
季
火
災
予
防

運
動（
３
月
１
日
〜
７
日
）の
一
環
と
し
て
、

火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い
、
地
域
住
民

の
防
火
や
防
災
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、消
防
士
の
制
服
と
制
帽
な
ど

を
身
に
付
け
た
一
谷
選
手
は
、蒲
生
野
中

学
校
で
防
火
講
話
を
し
た
後
、道
の
駅
で

南
丹
・
船
井
危
険
物
安
全
協
会
の
方
と一

緒
に
買
い
物
客
ら
に
防
火
チ
ラ
シ
を
配
り

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

お
き
て
つ 

じ

一
人
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い

●全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
に

石
田
美
惠
さ
ん

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
副
会
長

の
石
田
美
惠
さ
ん
（
蒲
生
）
が
昨
年
１１

月
２２
日
、
長
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
石
田
さ
ん
は
平
成
１３
年
に
民

生
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
、
今
年
で
１８

年
目
。
き
め
細
や
か
な
相
談
や
支
援
、

児
童
の
見
守
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
交
流
会

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
地
域
の
住

民
の
方
と
親
し
い
関
係
づ
く
り
を
築
か

れ
て
い
ま
す
。
石
田
さ
ん
は
、「
悩
ん
で

い
る
方
は
な
か
な
か
表
に
出
て
こ
ら
れ
な

い
。
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
産
の
木
に
ふ
れ
る

●府
立
林
業
大
と
竹
野
小
の
コ
ラ
ボ
授
業

　

地
元
産
の
木
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、森
林

や
林
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
２

月
２５
日
、竹
野
小
学
校
で
林
大
生
の
指

導
に
よ
る
木
工
制
作
活
動
が
行
わ
れ
、竹

野
小
学
校
の
５
、６
年
生
９
人
が
熱
心
に

本
立
て
を
作
り

ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し

た
木
材
は
、
昨

年
１２
月
に
林
大

生
と
竹
野
小
学

校
の
児
童
が
地

元
の
竹
野
財
産
区
の
所
有
林
か
ら
、
樹

齢
約
５０
年
の
ヒ
ノ
キ
を
伐
採
し
、
そ
の
後
、

町
内
の
木
材
製
材
所
で
加
工
さ
れ
た
も

の
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

本
立
て
を
制
作
し
た
竹
野
小
６
年
の

谷
口
鼓
汰
郎
く
ん
（
辻
村
）
は
、「（
林

大
生
の
）
説
明
が
分
か
り
や
す
く
て
、

思
っ
て
い
た
よ
り
き
れ
い
に
で
き
た
。
大

切
に
使
い
た
い
」
と
話
し
、
林
大
生
の

杉
浦
明
伸
さ
ん
は
、「
教
え
る
む
ず
か
し

さ
が
分
か
っ
た
。
地
元
産
の
木
材
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
地
元
へ
の
愛
着
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

防
災
力
の
強
化
に
向
け
て

●消
防
車
両
３
台
を
更
新

　

消
防
車
両
配
属
式
が
３
月
２４
日
、
役

場
議
場
で
行
わ
れ
、
消
防
団
幹
部
団
員

や
配
属
先
の
部
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

消
防
車
両
は
、
計
画
的
に
更
新
が
行

わ
れ
て
お
り
、今
回
配
属
さ
れ
た
車
両
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
３
台
で
、

う
ち
１
台
は
、
消
防
庁
か
ら
の
貸
与
車

両
で
救
助
資
機
材
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

配
属
式
で
は
、
太
田
昇
町
長
が
栗
林

英
治
団
長
に
配
属
書
を
交
付
し
、
続
い

て
栗
林
団
長
が
配
属
先
の
各
部
長
へ
配

属
所
と
車

両
の
鍵
を

手
渡
し
ま

し
た
。

　

栗
林
団

長
は
「
消

防
車
両
は

住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
車
両
で
す
。
各
部
で
点
検
整

備
を
行
い
、
有
事
の
際
に
速
や
か
な
活

動
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
」
と
配
属
先

の
部
員
ら
に
訓
示
し
ま
し
た
。

道
の
駅 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
Ｐ
Ｒ

●京
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
検
討
委
員
会

　

本
町
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す

る
京
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
検
討
委
員
会
が
２

月
２２
日
、道
の
駅
「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」

で
検
討
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
４
年
前
か
ら
同
駅
や
須
知

高
校
生
、
平
安
女
学
院
大
学
生
な
ど
と

共
同
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
年
目
は

本
町
の
特
産
品
の
黒
豆
を
使
っ
た
「
京

丹
波
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」
を
開
発
し
、
２
年

目
と
３
年
目
の
２
年
間
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

話
題
づ
く
り
に
つ
な
が
る
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
塩
谷
古
墳
公
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
４
年
目
と
な
る
今
回
は
、道
の
駅
「
京

丹
波 

味
夢
の
里
」
を
中
心
に
活
動
す
る

曽
根
地
区
の
女
性
加
工
グ
ル
ー
プ
「
そ

ね
っ
と
」
が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
ラ

ベ
ン
ダ
ー
を
使
っ
た
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
高

校
生
や
大
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
、
期
間
限
定
（
６
〜
７
月
）
で
ラ
ベ

ン
ダ
ー
を
楽
し
む
「
そ
ね
っ
と
ラ
ベ
ン
ダ

身
近
に
あ
る
食
で
ま
ち
お
こ
し

●観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

町
観
光
協
会
主
催
の
観
光
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
２
月
２１
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
み
ず
ほ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
ソ
バ
か
ら
蕎

麦
ま
で
す
べ
て
京
丹
波
で
成
し
遂
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
町
内
で
そ
ば
の
生
産
や
加
工
、

販
売
な
ど
に
携
わ
る
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
そ
ば
の
取
り
組
み
に
対
す
る
思
い

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、
道
の
駅
京
丹
波

味
夢
の
里
駅
長
の
沖
哲
司
さ
ん
は
、
１７

年
前
に
そ
ば
の
専
門
店
を
開
業
し
、
１５

年
前
か
ら
瑞
穂
そ
ば
の
専
門
店
と
し
て

経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
さ
ん
は
「
瑞

穂
そ
ば
を
求
め
て
京
阪
神
か
ら
お
客
さ

ん
が
来
て
く
れ
る
。
そ
ば
は
人
を
呼
び

込
む
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
そ
ば
の
魅
力

を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
町
商
工
会
青
年
部

に
よ
る
瑞
穂
そ
ば
の
実
演
や
打
ち
立
て

瑞
穂
そ
ば
の
試
食
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
「
色
が
白
く
見
た
目
も
良
く
て
、
お

い
し
い
」、「
半
生
の
瑞
穂
そ
ば
を
道
の

駅
で
販
売
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
瑞
穂

そ
ば
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

更新された消防車両

林大生に見守られながらのこぎりで木材を切る児童

そば打ちの様子をみる参加者完成したパンフレット 防火チラシを配る一谷選手

表彰状を持つ石田さん

訂正とお詫び

広報京丹波３月号の２ペ
ージ「開園・初収穫までの
流れ」において誤りがあり
ましたので訂正し、お詫び
申し上げます。

 誤　「１０ｇ（グラム）・・・」

 正　「１０ａ（アール）・・・」

編集後記　

　平成３１年度も引き続き、

広報担当としてお世話にな

ることになりました。

　息子も３歳になり自分

でできることが増えてきま

した。私も息子の成長に負

けることなく撮影などの

腕を磨いていきたいと思

います。

ＨＢ

ー
タ
イ
ム
」
を
企
画
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

香
り
が
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
最
盛
期
を

迎
え
る
６
月
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

い
ち

た
に 

ま 

み

い
し 

だ  

み  

え

お
お 

た 

の
ぼ
る

ひ
で 

は
る

く
り
ば
や
し

す
ぎ
う
ら
あ
き
の
ぶ

た
に
ぐ
ち 

こ  

た 

ろ
う
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思
い
出
を
胸
に
新
た
な
道
へ

●卒
業
式
・
卒
園
式

町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
１３
日
、
各
校
で
行
な
わ
れ
、

計
１
０
９
人
（
蒲
生
野
６４
人
、
瑞

穂
２２
人
、
和
知
２３
人
）
が
卒
業
し

ま
し
た
。
卒
業
証
書
な
ど
を
手
に
思

い
出
の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

瑞
穂
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
代
表

の
小
原
彩
芽
さ
ん
・
上
田
一
天
さ
ん

が
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、
恩
師

や
保
護
者
、
地
域
の
方
に
感
謝
し
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
、
ま
だ
見

ぬ
未
来
に
向
か
っ
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
た
と
き

は
、
仲
間
の
こ
と
、
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
て
一
歩
を
踏
み
出

し
、
胸
を
張
っ
て
歩
み
続
け
ま
す
」

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

２０
日
に
は
、
町
立
小
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、
計

９３
人
（
竹
野
４
人
、
丹
波
ひ
か
り
３９

人
、
下
山
６
人
、
み
ず
ほ
２７
人
、

和
知
１７
人
）
が
義
務
教
育
の
課
程

を
修
了
し
た
ほ
か
、
１９
日
に
は
須
知

幼
稚
園
で
２１
人
、
２６
日
に
は
３
つ
の

保
育
所
で
計
５４
人
が
、
小
学
校
入

学
に
向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

木
と
と
も
に
育
つ

●京
丹
波
ぬ
く
森
の
イ
ス
贈
呈

ぬ
く
森
の
イ
ス
の
贈
呈
式
が
３
月
５

日
、
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
町
内
産
の
ヒ
ノ
キ
材
で

手
作
り
し
た
イ
ス
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
木
の
ぬ
く
も
り
や
自
然
へ
の
愛

着
を
感
じ
な
が
ら
育
つ
こ
と
を
願
い
、

平
成
２６
年
度
か
ら
町
内
の
新
生
児
へ

「
京
丹
波
ぬ
く
森
の
イ
ス
」
と
製
作
過

程
を
紹
介
す
る
絵
本
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
太
田
昇
町
長
か
ら
乳
児

後
期
健
診
に
訪
れ
た
１２
人
の
赤
ち
ゃ
ん

に
イ
ス
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
３
月
１６
日
に
は
、
ぬ
く
森
の
イ

ス
の
組
み
立
て
作
業
が
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
８
人
が
分
担
し
て
４４
脚
を
組
み

立
て
ま
し
た
。
組
み
立
て
ら
れ
た
イ
ス

は
今
後
、順
次
贈
呈
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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ぬく森のイスを受け取る親子

丹波ひかり小学校 わちエンジェル

瑞穂中学校
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